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閃水路系の安定化特性と段波の調整施設による  

変遷特性について  
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l．ま え か き   
卜を設置しないとき，2．）ゲ…卜1門言貨盲乳 3．）ゲ血卜  

2門設紀，4．）ゲート3iユーj設澄，5．）ゲ鵬ト4門設音乳6．）  

ゲ…卜5門言受置，7．）ゲ椚卜6門設置，8．）ゲ…卜7門  

言受置，9．）ゲ仰卜8門設置 の各場合について梯作ゲ…ト  

の部分聞媒および開放にともなう水位安射ヒ時間を測定  

聞水路糸の送，配水はゲ…卜などの綱装用髄物の操作  

によってなされる。野外水路為には数多くのゲート，セキ，  

段落ちなどの柄造物が設置されているのが那過であるが，  

送水段汲闇二れらの納捌勿によって羞汐響される。従って，  

ゲ州卜操作にともなう流れの変化，すなわち，ある定常  

状態から糾い一意櫛状態に透するまでの過渡的流況や安  

産イヒ時間は水腸内研魔物の影響をうける。このような配  

水操作にともなう糾い一流況ぷ適するまでグ）非定常現象  

叫裾こ水位安産化終性伽が解明されることば適正な  

送，配水管理上肝要憩事柄であるっ   

＊論文はゲ」卜掬作に伴う水位安産化時間罫灘を目的  

として，水玉里清澄ヒと水界各内に没龍したゲ00卜瑚関係，段  

披の水路内構造物による変遷特啓三について恕験的に追ぶ  

したものである。  

2．安定化時間に対する下流ゲート群の影響   

2…1．実験および結集   

掬作ゲ油卜より下流側に段階きれているゲ叩卜が水位  

安淀化時間におよぼす呈彗拶鰍こついて実験した。帽0．5町  

長さ20．Onlの長方閻餅簡i水路において，水路上流霧！より  

4．O111地点に操作ゲ抽卜を設芸道し，下滝側に，1．）ゲ帥  

ご七こ  ．．い Jご二  

・－ゝw酬血ザ岬  

－ －  
」zor ＼  

Wqler gcIQ伊  

cQSe Of（；（ト8  
uniミm   

ド料」し 蔓紆験装箔湖掴ほ】（下流ゲ∴卜群の言葉‡登）  

した（Flg・1射ポJ。読まき吏ほ5，10，15β／secの3椰根で，  

霹貨置ゲ…卜の閲度はf；得度の大きい場合から小きい場合ま  

で磯々であるが，ー責トー霧駿では各ゲ仰卜問煙がほぼ等しく  

登るように，また ゲ…卜の流れが∫侍り流出になるよう  
l）  

に調節した。実験方法ほr毒牙饅 と同じで，安甜ヒ‖淋毒ヨはl…l  

紀射立記録により，ゲ岬卜酬和銅、ら水位が操作前綾♂）  

水位差の99％に通した時までの時間せして測産した。ま  

た，操作に伴う初期段磯闇庸崗I射絡記録からのよみj操り   
Iぎ銅1155年6j∧′i301〕・貸理  
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低をポイントゲ鵬ゾによる操作前後の水位差の測走低で  

補正して用いた。  
1） 

水伎安麓化噂瀾は嗣儲にのペたように，ゲM－卜操作に  

よる発竺k按波の往御祁】の利として，あるいはゲ叩卜操  

作による変化流脱が初明本校と肢終軋校閲の容横を満た  

すのに要する時間として表わされるっすなわち  

1㌦⇒号冊／2l†）（21ノV）  

または，  

l．∴二】くご川廿∴高上・車  

これらの式は次式に毀灘ほれる。  

（t。／りFl慧lく 野（ll／d）   

押／d）ニ（l－／d）丹（圭一／d）…（′1／2）甲（ll／d）i   

…り）  

‥イ2）  

0．005  0．010  0．O15  
十・  ‥13l  

】l  

い十ぷ㌫紺2十芸駄｝」  

ここで，tぶ：水位安産化略軋㍉戸川弘／Q，Il：初期水位  

と隠終水瀾明磯楢凄㌔ E：平均水路締，L：区間英，Q  

：区間への流人乳（t：操作後のゲ叫トから下流への流  

0  0005  0．O1  0．0ほ  0．02  

：．…・  

・    ・・ ・      ・ －            ts  

0．005  0．0柑  0．015  

二・！・  

Fig・㍗工L生恥新酬粧           i′包  

0．020  

出挽，Vu：段彼の平均伝播通風ll：初期段波浪i軋（】   

＝刺制水深，α：放浪創文射乳 Fl㍊Ⅴノぶ：細別フ  

ル・・■・‖Yド数，V－：初期平均流速，g：薦力の加速乳 kl，  

k2，lく：それぞれ榛数ひ   

測離1きま果は上記に従って，安達化無次元数（t。／tガうFl  

とh差1で整彗星した。ゲ・冊卜閉脚時について，1㌻ig．2－1，  

－2に実状依とその代表曲線を，またFig．2－3にこれ  

らをまとめて示した。ゲ仰卜開放時についてほ，Fig．3  
0・005 0・0－0   0・O15  

か  

董1・ig・3血肌1jたiγ1～w㌻用脚ろミ）             1、   
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0   0・005 0・0－O  

F－   

Fig・3Ⅵ－3ヒFl～か細…酢斗醐細 卜  
性的に論ずる為に，ゲ…卜による授彼の反射率ぼ，通過  

率β，漁揉と係数Cほ一丁走とし，また，ゲM卜による2回  

目の反射波闇瀾小であるとして無視し，きらに，揉作ゲ  

…卜の流れは閲棚撒作にともない，血噂的に，完全流出  

になることがよく生ずるので．下流ゲ…ト群からの反射  

波は操碑ゲ…トの上流側に伝わら患いと仮定する。  

0   0▲005 0・O10  

■  
－  －－      －      1、  

－1，－2およびFig．3－3に関係曲線を示した。   

一般に，下滝ゲ…卜扱が岡＋・のときは流人軋 ゲ…卜  

閲度，水位変イヒ厳にあまり毎￥きWされず， ほぼ同一曲線で  

表わされる。そして，ゲ血卜数が増加けるにつれ，安産  

化時間は薫くなり，安定化無次元戯紬まある極随ま】1線に  

近づくものと思われる。また，閉鎖時と開放時は別個の  

安産化無次元曲線になるが，山般に，開放時の曲線はこ  

う配が閑煤時より忽で，安定化拇瀾が長いようにみえる  

が，＝紬甘恕賦の閲髄時＼俳ぼ時の各安冤化昭瀾栂瀾ほ  

時がはるかにラミ豆い。しかし，開放時は初期段池波高Ilが  

限済時より大沼いのでFig．3に示した曲鰍こなる。   

2血2 考察  

】．ゲ血卜閉鎖埠，安定化鍼次元曲線   

j尉乍ゲ岬卜を閉餞Lたとき，ゲ…ト下流には負の段披  

が発焦し緩描するが，ニの段披は通過ゲ脚卜ごとに反射  

油過をくりかえし，下流ゲ…ト数が増加するほど操作ゲ  

ート涯1ご流に適する反射波高（負段披）は大きくなる。  

この為靡 操作ゲートの上，下流水桟差が大きくなり，ゲ  

…卜からの流出数がふえ，従って家産化l時間が長くなる  

ものと考えられる。   

各ゲ…卜の馴富川封雉，水路掛チ而形，ゲ仰卜閲度，水明  

放などにより授披の変イヒ率や別途時刻ほ様々であろうが 

ここでは下流側ゲート数の安定化時間に対する箪≠尊を定  

〔
山
。
．
臼
い
＝
川
 
 0  

F短．4＋郁分間錆時，水位安宝化遇敵将押臓  

f’ig．4を参！昭して，操作ゲ…卜】て流水位グ）初期水伎か  

らの低下威は名ゲートから紆反射波の到遵につれて噂瀾  

的に増大し，究極的には次式になる。   

γ＝仙γαll－卜γαβ2Il＋γαβ4l】一ト…十γαβ2くれ〟tぎh  

＝γl－トα豊）  

ここで＼門：下浣側設儲サ㌦卜数，γll：操作ゲ鵬卜かち  

発生した下灘への初期段波波高，α：反射率、β：通過  

率でβく1ひ   
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従って，凍作ゲ脚卜上，下流び）水位姦ぐ，および流出腰  

（lは次式になるひ  

掛＋γr－＝十トα ）琉＝け卜γα ）   

qニCalり町  

ここでC：ゲ仙トの流ま紋係数，a：ゲ…卜開度，b：ケ  

ート臓。   

今，撞作ゲ洲卜のみで下流にケ㌦トが設；還されていな  

い時の水明儲ぷ添字0を・つけて表わすと，比安屈服湘職  

to／tFは（2）式から次♂）ようになる。   

t。ハぶニk3く1酬（q／Q）｝  

（t。ハぷ）。ニ】h＝予」射／Q）ぎ  

ここで，k3㍊1／lく2   

㌣細君射1血仙蕊）  

：i∴J∴   

0  0．05  0．1  

F短・5K～意  
考えられるく，  

r埼 0・15  

ト、．1ミ  ＼／仁／  

仙 ぼγ（1瞞β2n）  
qo  2＝十γ）（1肌β2）  】－ ゲート開放軋 安定化無次元曲線   

操作サ㌦トを開放したとき，ゲ洲卜下流には正段波が  

発生し，これは紆ド流ゲ岬卜により一部は反射，Ⅵ叫部は  

通過する。この通過披はそれより更に下流のゲ…卜を通  

過する度ごとに，反礼 遇過をくりかえし，水面は変動  

する。  

＝lい十Jトこl．ト十ヾ）い＝－■－  
）K（1血β2几）  …沌†   

（〟／軒＝h／dト煩  

ただし，  

】く3Cαγ  ム  

2－J呵（1血β2）B  

一般に操作ゲートの操作条件α／dと初期流れのフル  
2）  

山一ド数F、1から初期段波波i衰；ll／dが求められる ので，‡くが  

恕醜かち定められるときは（4タ式から（t。／t．甘）仙（l′。ハ音）群  

が求められる。Kはα，β，γの関数で，これらは厳密  

には，繰出のぶうに，11／（iと下流㈹の設置ザ∴トの開度  

α′，水深d′の比，α′ハ～′によ－′Jてま影響されるホ実験から  

求めた，〟ノ／d′をパラメ…夕にしたK～ll／（1の関係をF料  

5に示した。   

またプ首廉から官等られた，操作ゲ困卜のみi没龍されて  

いる時の比安定化時間（㌦へ訂。は次式である  

駁）。 Flニ  テ  …く5）   

また夢 野外水路で下滝イ粧こ数多くのゲ…卜がある場合  

価舶式でⅧ→昭＼β巨0であるのでパ㍗－・0とおいた式  

で表わされ，（toハβ‖ご1～ll／d関孫はある級終的な曲線  

に収レンす嵐。安定化時瀾闇言の値以上にはならないと  

G．2 G．3 Gム  

〉！  し」 占  

▼、‾ L ‾  
ド穣．6＋闘沌如痺水位安宝化過程髄朝図  

捕作ゲ∴ト全瀾の場合の家定すと梓附こ対する下滝ゲー  

ト数の主菜壬響は，定一性的に次のように考察することができ  

る。Fiぎ．6を・参照して，梯作ゲ…卜の鑑下流ゲ腑卜Gま  

の土，下流水位差どは，当初のH王（禁Q2／2C2α2ム2g；〟，  

C：Gユゲ鵬卜瑚消度，流惑た係数，他は前出）から，ゲ…  

卜阻放牧波到建艦橡の㌃汗l十刊－′＋Ⅵll′血βh′（l－′：ゲ…  

卜開放による下流への正段池波iミ‘ぎ；†1′器l手間h）に増大し，  

それから時間の経過につれて下流ゲ仙卜郡からの反射波   
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から増大するにつれ†。ハ5が減少，すをわち，tぶが増大す  

るが，ある様捌窺に収レンすることを示していや。  

3．安定化時間に対する上流ゲート群の影響   

3醐1．賽験および結果   

掬作ゲ…卜より上流に言受置されているゲ…卜群が水位  

安産化i㈲現におぶ恩辛紗轡について実験した 水路最下  

流部に捧作ゲートをi没；還し，上流側に1．）ゲート針舘岩  

し憩いとき，2．）ゲ…卜1門設置，3．）ケ㌦ト2門設置，  

ヰ．）ゲート3門設置，5．）ゲ…卜4門鍼磯，臥）ノデ…ト  

5門浮袋言乳 7．）ゲ…卜6門浮立叢ま，8．）ゲ仙卜7門言受盲軋  

の8ケwスについて操作ゲ…卜の部分閉鎖および開放に  

ともなう水位安定化”引言‡ほ測定した。ゲート配置など実  

験装置はFig・7に示した。また，上記♂）8ケース中 ，2．）  

3．）についてはゲ…卜聞I塙の蒸暑なる場合についても賽威  

した。流髪迂は10，20，3粥／secの3種類，ゲ…卜開度，実働  

方法は2節と同様である。   

湖産結果は安産化頗次元放くL。ハ5〉Flとl－／dで盤埋し  

て，Fig．S，ミ＝こ示した。  

の刺通によりどは漸次減少し，敷終的に当初の‖1に復帰  

する。   

段波の変遷について，靂羽鮒時とii才j械射反意をし，また，  

Glゲートの流れは段披到達後，仙一時的に完全流山にな  

ることがあるので，下流ゲ岬一卜からの反射波はGlゲ叫  

卜上流に伝わらないとすると，（〕習ケ㌦ 卜からの反射波  

がGlゲー ト下流に到達したときの水位差どれは次式にな  

る。   

Glゲ叫卜下流水位（初期水面議覧準）   

βh′）卜αβIl′」Ⅵαβ3ll′ヰー……十αβ27卜3ll′  

1脚β2〔ダトIj  
ニβh′1－αβh′州   

卜一ノブご  

Glゲート上流水位（ゲート下流初期水面基準）   

軌＋il＋αll′  

；，；ニt】．ト】1’l】十ロー一．巨  
αβjl′‖  ■・■・一〆 ∫＝ †  

1ノ’ブご  

ニど。刷αβ壬1′il…・㌢ルーを㌢／（1「門  

今，代表的水位発としてど門をとると，ニ♂）ときのGlゲ  

醐卜からの流山駁（1は，  

〔lニ（二〟占、乃謂  

Glゲ叫卜からの流漉凄け沖酎刷級△Qほ，   

∴り∵二l卜り二＝1し－“／・、了丁‾し、・手「、汀‾1  

比安達化噂紬0ハズは，（2†式から，  

亡ご寸】  

nl卯g昏  Wql9聯  

／プnlgqg守   

Wul㌣ 

＼  

弘叫亜こと惑三ユニ… 
1一1．ト1－ 1州β2  1！  

仲川血山 1わ0【－－】】伸一叫  

こ05e Ot Gu－1  
－  

・  
…（6盲  

†l榔柑脚一 叩㈹納鋸卿  

ここでど。だ王＜I天十†l′（1＋α酬β）   

野外水路で下流に数多くのゲ…卜があるときは，ヒ式  

で77→閃，β2門一トー0とおいた式になる。ミ6）式は7～が1  ド主g．7 て鼠験装濫㍊‡棋郡上流ゲ酬ぃ酢創研削  

0’02   0郎   0・06  

■  

、 －      、         ；．   
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O 0．02  

～澗放  
Fig■9壬生F王 

3劇2．考察   

ゲート部分閑班時の安定化鱒次元曲戯け履．8によると，  

実験一虔のばらつきはあるも♂）の上流側の溺瀾竹㌦ト数お  

よぴゲ∴卜聞瞳は安産化時間に彫登せず㌧ 無次元曲線は  

楳作ゲートのみ言那崖されているときのCト0曲線む針藍  

で表わすことができる。，   

ゲート操作じ伴うソ上段波は上流川ゲ…卜によって反  

射波を竺塁三じ，」こ手洗ゲ…卜のない域合と比較して，操作ゲ  

ート軋上流一式問の水F紬ま彗′】・く上界し，招巨て下流水面が  

同根▲なら操作ゲ…卜lニ下流水位差どが増大し，操作ゲー  

摘紬摘拍が増える。…一九 鑑上流ゲートでは上下流水  

位差が減少，そして流人鬼が減少，そ♂）結果，負牧波が  

発生し，どとqの減少，次に軋1二流ゲ…卜水位差と流人  

挽の増大㌧薫れによる正投波の亭逢生，ど，（lの増大と微  

′トながら水位と流」濃の柳城を繰返して定翻火態に三度づくウ  

ニ♂）現象はゲ岬卜艦上流区閥砂場沌瀾ほであるが，反射  

減に起関するものであるので兼職朗′トさい変動であるG  

このように上流ゲート群の郡燕は操作ゲ鵬卜上流各区聞  

の水面上軒別合には膨響するが，操作ゲ仰卜から下流へ  

の流山駄にはほとんど射登せず，従って，安定化時間圭  

膨筍戌与えないもぴ）と考えられる。   

次に，ゲ鵬卜開放時の安定化却！毎次元根茎線F；g．9による  

～∴ 操作ゲ…卜のみのときの（；仙0および言那～芭ゲ…ト1  

！一事jのときのGLl脚1のj場合はプ姜娘砥がj・ヒ校的まとまり関係  

曲線が縛られる。しかし，言袋言送ゲ…卜敗が2門から7門  

卜増加するに↑れ！を定化時瀾旧牒くなり，安尉ヒ無  

次元曲鋪侶∴・靂力向ヘザれる矧句がみられるが，実験瀾  

は図のGu仙2，3曲線からGしl一－6，7曲絡げ川】！にJ㌫くち  

804  0・06   0・0＄  

幡、上流ゲ…ト群の払絹削   

らばってい鼠。これは特に初期澱磯髄磯の正純な測魔の  

囲蝕さによるも♂）と考えられる   

安産化時問罪産の為に，【渕ホのように，設置ゲ…卜2，  

3門♂）時に対してGけ仙2，3曲線，4，5門の将に対し  

てGu鵬4，5曲兵乱 6，7t】■iの時に対してGu－6†7曲  

線を遇偏した。   

上記のように安定化無次元曲線がゲ岬卜】舅鎖呼と興る  

のは，開放時＼揮消ゲ叫卜麗」二瀦己‡京間ば上流ケ」卜群の  

ないときと変らないが，上流側の各ゲ鵬卜亮ほ机性欲に駆  

界があるので，これらは流出抵抗として働き，結果とし  

て，妾克化畔i‡‡】が良くなるものと考えられる。   

4．一般関水路系におけるゲート操作時の安定化時間   

4－1．安達化特捜   

山般瀾水路糸には多くのゲ…卜が設潰きれているのが  

調速であるが，これらのうちの任意のゲートを操作した  

ときの安定化持利子毒うを求めることが問題になる。この場合  

この水路の水位安産化時間は操作ゲートの上，下流側の  

水路のうち，より安産化時間の養いものの暗闘に支配さ  

れることが考えられる。前述の実験から，操作ゲ岬卜を  

閉鎖する場合は下流側の設置ゲ岬卜数が増加けるにつれ  

安産化峰岡は長くなるが，…一方，上流側に設置されたゲ  

叫トは安定化時間に射撃しないことがわかった。すをわ  

ち，この時は撞雅ゲートの下流側のゲ叫卜数のみで安産  

化時間を球めてよい。   

また，操作ゲ血トを開放するときは下流榊，上流側ゲ  

…卜とも設i遼数を増すにつれ安定化時間は隠大するこれ  

しかし，膨登は下流桐ゲ・一トの方がはるかに支配的で，   
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0．02  
0．0ん  

0．06  

Fig・10kFl～寺川撒時．上・下流ゲ州卜肝の影馴        ト、  

0，08   

下流側の設置ゲート1門のときは上流側設置ゲ岬ト7門  

の場合より安定化時間を薫くさせることがわかっている。  

」こ紀から，水路系ゲ血卜群の佳憩ゲートを操作したと  

きの水位安定化時間はゲート閉鎖時はFig．2－3の閉鎖  

時安産化無次元曲線によって，また，ゲ…卜開放時は  

Fig．3－3とFig．9を合成したFは．10の安定化無次元曲  

線によって安定化時瀾が求められる。   

なお，ここでいう ミ水路系ゲ血卜群ミ とは完全越流状  

態の落差工，段落ち，セキまたは完全流出犬態のゲ岬ト  

の流れで区間の上，下流璃を限られた水路区間内に設  

置されているゲ脚卜群をさしている。完全越流や完全龍  

鮎状態の流れは下流側の水位変化の影響を上流側に伝え  

ないから，この揺れより上流の水飴区間は下流側のl亘聞  

と別個の安定化梓性をもつことになる。また，操作ゲ血  

卜を閉鎖することにより操作ゲ…トの流れが完全流出状  

態になるときは，この地点で下流水路の彩鸞は断たれる  

ので，安定化特性上1この撲作ゲートはこの水路区一間の  

股下溌ゲートにをることを意味している。   

4－2．実験および考察   

mL詑の山般閤水路系の安定化特′性を確かめる目的で賽  

J験を行った。   

実頗として，Fig．11に示す9門のゲ岬トを請受；没した水  

路において，a）中央部の1門を操作したとき，b）下  

流凋から2つ目のゲ脚トを操作したとき，および8門の  

ゲ一陣トを設置した水路において操作サ㌦卜が，C）最下  

流ゲートのとき，d）下流から2つ目のゲ岬卜のとき，  

e）下流から4つ目のゲ岬トのとき，「）lこ流から3つ  

lモSl b  

tそSt g  

F短・11実験装謬茫脱ぎW憫（上・下流ゲーート群の雲形琴削   
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ゲ血卜開放によりゴ浸初の状態にもどし，水位の安産する  

までの峰！肛狛紬遺した。ニのようにして得られた安産化   

特性はtest 之1，t）についてはng．ユ2に，l′eS‡c～gにつ  

いてはF穣．13に示してある。teSlaでは操作ゲ叫トより  

上私に射一重j∴F滝に4門のゲ…卜が設置きわている。前  

述により安定化特性は閉鎖時，開放時ともそれぞれの均  

分のGd－4曲線で表わされることになる。teSt bでは操  

作ゲ脚卜より上流に7門，下流にi門のゲ、－トが言貸置さ  

れている。〉‡盲！械に安定化弓削￥iミは閉他言乳 開放嶋ともそれ  

ぞれに対するGd－1曲線であることになる。   

Fig．12仙1の掩飢bの結果がGd－1よりもGd－4曲線   

に近いことを除いて，他の実験値はそれぞれの安定化雛  

次元曲線にのっている。旺融欄間磯崎は実験回数も少な  

く，また㌫ト1曲線がGd－4曲線に比較的接近している  

ことがこび）場合の不心一塞け礪礪は思われ翫   

testc～三雲についてほ同様に，とestcf畳蔓蚤雛刹まG－0  

曲線，開放時はGum6，7曲線，柏封（一閉髄時はGd－  

1曲絶 間放崎はGd－＝撤兵軋 tes†e閉脚刹よG（卜3曲  

線，開放時はGd仙3曲軋 tesモー一間脚葦はG（ト5曲線，  

開放時はGd－5曲線 tesig，閉鎖時はGd－7曲線，開  

放時はG（i－7曲線で襲わされるはずである。ドミg．13…l，  

血2の実状値ほ多少のずれはあるものの，概略，それぞ  

妻1の懇意された無次元曲線にのっていると判断される。   

以上から一般開水路系の安定化棒煙が確認されたもの  

と考える。  

巨箋のゲ…トのとき，g）股上流ゲ脚卜のとき，以上 7  

ケースについて∴部分閲餞および瀾放凋明戌穏化特使透  

測愛した。先づ，当該操作ゲ脚卜を開放状態で流れを安  

定させ，のち，ゲートを聞顆して糾水位に落ちつくまで  

の安産化時間を測宕三した。その綾， この安産した流れを   

0   0・005  0・Ol 0・0博  

か   

p、ig．12…川1】一般水路家宝化曲線美翼腰蘭慄償恨戯  

0・005 O・0－  

R   

】∵ig．Ⅰ2仙”2 〉…・般水路安克化曲練と実験綾灘明世職  

0  0005  001㌣R OO15  

n料Ⅰ3叫Ⅳ1－′・般水紆安定化曲妹と実収磯城償胱戯   
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部に設置されたゲ脚トを全閉状態にして，その上流側に  

貯水しておき，のち，一気にゲートを開放して正段披を  

発生，施戯に入射させた。入射波高は貯水蘭と水路水面  

の水位差により綱節した。数段波の場合は水路東浦のセ  

キ板を適当射撃さだけ急速に除ますることにより負段波  

を孝畜生させ，施設に下流側から入射させた。検波波高は  

除去するセキ板の厚さにより調節した。  

入射，反射，通過波高は施設の前後に設置された自記水  

位計およびポイントゲージにより，また，16n】l亜j好機に  

より測定した。測産においては水路の上，下流鵡からの  

反射波が影響しないように注恋した。   

実験結果は，先づ，施設間度a／d，1仙（D／（1）をパ  

ラメ…ダーにしてチ 此入射波高h／d，（h，：入射波高）  

と反射率h2／lll（h2：反射波商），または通過率t13ハ11  

（h3：通過波高）の関係について整理し，次に，この関  

係腰lを用いて，比入射波高をパラメ血夕…にした施設開  

度a／dまたほ1－（D／d）と反射率h2ハ11，通過率l－3れ  

の関係曲線を得た。Fig．15，16，17，18がこれである。  

‡讃によると，山根に，施設間度a／d，1仙（D／〔りが  

大きくなるほど通過率113／hlが大きく，反射率I12／l11が  

小さくなる。そして，血・般に岡…開度での通過率と反射  

率の和はばぼ1に近い依にをるが，しかし，ゲ｝卜では  

閲度の小さいときに，セキでは閤度の大きいときに和が  

1以上になる傾向がみられる。また，同一施没でも正，  

負段披によって変遷特性は異をり，特に，セキでの教授  

波の変遷は禎純な関係を示している。これらの性質の詳  

細は今後の理論的解明にまつが仁段漬の進入時の施設で  

の瞬間的な彿撃力とその反九 水圧分布等が段彼の変遷  

特性に】′関与しているものと考えられる。Fig．15～18から  

各施設による放浪の変遷特慄がわかる。   
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F短．13刷2 一般水路安定化胴泉と実験結果の比戦  

806  

cGS¢d negqlive ＄Urg¢  
url；lm   

flig．14 実験装i屋隻説明図（正負f鋸皮変遷特性）   

5．段波の水位調整施設による変遜特性   

水路における流れの安淀化過程ほゲ脚卜操作に伴う発  

生段波の水路内構造物による通過，反射の変遷過程の総  

合として理解計れ翫   

段波の水路内納造物，梓にゲ…ト，セキなど水位調整  

施設による変遷は安産化過程の究明の為に解明されねば  

ならない朝貢柄である。ゲ…トおよぴセキヘの正，教の入  

射段披に対する通過披，反射波の挙動を実験的に求めた   

5…1．賽j験および考察   

静水中に施設が設置まされている抑砂状態に正，負の段  

波を入射させ，通過波乱 反射波i衰；を測定した。   

良さ20‡11，橘0．5】11水路の下流半分を用いて実験を行  

ったのFig．14に示すように，下流端から3．5】Ⅵ地点に調  

整施餞1ゲ…卜，セキ）を設置し．】ド流璃のセキにより，  

施設の相対開度（ゲ血卜a／（！，セキD／〔i，；l：ゲ脚卜  

開度，D：セキ高，d：初期水深）を所産の依にをるよ  

うに静水をためる。正段披の変遷実臓は先づ，水路中東  
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はFig・10の曲線群により安産化特性が表わされる。英   

煉からこのことを確かめた。  

4．段披の水位調整施設，ゲートやセキによる変遷特性   

を実験的にしらペた。すなわち，正，負の入射段波に   

対する段波の通過乳 反射率を施設間度と関係づけて   

示した（Fig．15，16，17，18）。  

この研究はヨ三として昭利52・53年度に行った、閲水路  

による配水の研究′′の一部である。実験および整理に勲  

′じ、に協力された当時の尊攻学生飯田淳二，薫省川率洋，  

楠暗ま，珠久呂昭の諸氏に甚瀦の謝意をあらわす。また，  

本研究は文部省科学研究費卜般研究B－246162）の補  

助による研究の〟部であることを付託して関係各位に謝  

意をあらわす。  
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